






い
た
ほ
か
、会
場
で
は
、広
く
市
民
の
方
々
に
も

聴
講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
八
戸
地

域
を
知
る
学
び
の
場
と
し
て
、
様
々
な
テ
ー
マ

に
よ
り
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。令

和
２
年
９
月
に
は
、
当
市
と
近
隣
７
町
村

で
構
成
す
る
八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
に
お

い
て
、
地
場
産
品
の
販
路
拡
大
と
関
係
人
口
の

創
出
を
目
指
す
と
と
も
に
、
観
光
誘
客
や
移
住
・

定
住
等
を
促
進
す
る
た
め
、
首
都
圏
の
交
流
拠

点
と
し
て
東
京
都
内
に
「
八
戸
都
市
圏
交
流
プ

ラ
ザ
８
ｂ
ａ
ｓ
ｅ
（
エ
イ
ト
ベ
ー
ス
）」
を
設
置

し
圏
域
の
総
合
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、八
戸
学
院
大
学
に
は
、８
ｂ
ａ
ｓ

ｅ
を
活
用
し
て
八
戸
圏
域
の
地
場
産
品
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
探
る
「
エ
イ
ト
ベ
ー
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、学
生
が
地
元
企

業
の
商
品
開
発
な
ど
に
つ
い
て
事
前
学
習
を

行
っ
た
上
で
、
実
際
に
８
ｂ
ａ
ｓ
ｅ
の
店
頭
に

立
ち
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
、
こ
れ
ら
を

通
じ
て
、
地
場
産
品
の
販
路
拡
大
に
よ
る
地
元

企
業
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
学
生
の
地
元
へ
の

理
解
と
愛
着
の
醸
成
や
、
将
来
の
圏
域
を
担
う

人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。ま

た
、当
市
で
は
、昨
年
11
月
に
新
美
術
館
を

開
館
し
ま
し
た
が
、
八
戸
学
院
大
学
及
び
同
大

学
短
期
大
学
部
に
は
、
美
術
館
の
２
階
に
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
「
八
戸
学
院
ま
ち
な
か
ラ

ボ
」を
設
置
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
美

術
館
は
「
種
を
蒔
き
、
人
を
育
み
、100

年
後
の

八
戸
を
創
造
す
る
美
術
館
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

美
術
品
展
示
に
留
ま
ら
ず
、
市
民
と
と
も
に

ア
ー
ト
を
介
し
て
出
会
い
や
学
び
を
誘
発
す
る

様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、人
々
の
感
性
や
創
造
力
を
育
み
、ま
ち
や
暮

ら
し
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

た
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
美
術
館

で
あ
り
、
両
校
に
は
、
同
ラ
ボ
を
拠
点
と
し
て
、

大
学
が
有
す
る
専
門
性
と
美
術
館
が
有
す
る

ア
ー
ト
の
専
門
性
を
融
合
さ
せ
、
新
た
な
価
値

や
活
動
を
生
み
出
す
た
め
の
多
様
な
取
組
を
展

開
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、企

画
展
と
連
動
し
た
「
創
作
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
や
学
生
と
社
会
人
が
一
緒
に
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
等
を
行
う
「
学
生
×
社
会
人
の
ア
ー
ト

学生が参加したエイトベースプロジェクト幼児保育科の学生による無料託児スペース

新美術館で開催された短大の池田准教授によるワークショップ

の
学
び
実
践
講
座
」
の
開
催
、さ
ら
に
は
保
育
士

を
目
指
す
学
生
の
皆
さ
ん
が
運
営
す
る
無
料
託

児
ス
ペ
ー
ス
の
開
設
な
ど
、
本
美
術
館
の
特
徴

で
あ
る
「
ア
ー
ト
の
学
び
」
の
充
実
や
、子
育
て

世
代
が
気
軽
に
来
館
で
き
る
機
会
の
創
出
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
、
グ
リ
ー
ン
社

会
の
実
現
に
向
け
た
動
き
の
加
速
化
な
ど
、
こ

れ
ま
で
に
な
く
大
き
く
変
容
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
で
地
域
社
会
の
持
続
的
発
展
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
と
高
等
教
育
機

関
が
連
携
し
て
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

八
戸
学
院
大
学
及
び
八
戸
学
院
大
学
短
期
大

学
部
は
、
開
学
以
来
、
地
域
経
済
や
ス
ポ
ー
ツ
、

保
健
医
療
、福
祉
等
、幅
広
い
面
で
地
域
の
発
展

を
支
え
て
き
た
知
の
拠
点
で
あ
り
、
豊
か
な
教

養
の
習
得
や
人
間
性
を
養
う
教
育
の
場
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
学
生
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
る
地

域
の
賑
わ
い
創
出
と
地
域
経
済
の
発
展
と
い
う

点
で
も
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

八
戸
学
院
大
学
及
び
八
戸
学
院
大
学
短
期
大

学
部
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
地
域
に
根
ざ
し

た
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
学
生
へ
の
多
様
な

就
学
機
会
の
提
供
や
現
代
社
会
が
求
め
る
有
為

な
人
材
の
育
成
、
さ
ら
に
は
専
門
的
知
見
及
び

研
究
成
果
等
を
活
用
し
た
地
域
貢
献
に
よ
り
、

当
地
域
に
お
け
る
地
方
創
生
の
中
核
を
担
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
大
い
に
期
待
す
る
と
と
も

に
、
今
後
と
も
市
政
へ
の
よ
り
一
層
の
御
支
援

と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

八
戸
市
で
は
、
八
戸
学
院
大
学
並
び
に
八
戸

学
院
大
学
短
期
大
学
部
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

の
高
等
教
育
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の

活
性
化
と
持
続
的
な
発
展
の
た
め
の
取
組
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
９
月
に
は
、
地
域
が
有
す
る
政
策

課
題
等
に
つ
い
て
専
門
性
の
高
い
調
査
研
究
活

動
や
提
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
八
戸
学
院

大
学
、八
戸
工
業
大
学
、八
戸
工
業
高
等
専
門
学

校
の
３
校
と
と
も
に
八
戸
版
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と

し
て
「
八
戸
市
都
市
研
究
検
討
会
」
を
設
置
し
、

単
年
度
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
に
取
り
組
ん
だ
研
究

テ
ー
マ
は
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る

観
光
創
造
、
若
者
の
地
域
定
着
と
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ

タ
ー
ン
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
、
ア
ー
ト
及
び
新

美
術
館
を
軸
と
し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
な
ど

13
の
テ
ー
マ
に
の
ぼ
り
、
そ
の
成
果
を
市
の

様
々
な
施
策
に
反
映
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
７
月
に
は
、八
戸
学
院
大
学
、八
戸

学
院
大
学
短
期
大
学
部
、
八
戸
工
業
大
学
及
び

八
戸
工
業
高
等
専
門
学
校
の
４
つ
の
市
内
高
等

教
育
機
関
と
八
戸
商
工
会
議
所
及
び
当
市
と

で
、相
互
の
密
接
な
連
携
と
協
力
に
よ
り
、産
学

官
が
一
体
と
な
り
特
色
あ
る
地
方
創
生
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
地
域
の
課
題
に
迅
速
か
つ
適
切

に
対
応
し
、
地
域
社
会
の
持
続
的
発
展
と
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
包
括
連

携
協
定
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
目
的
を

実
現
す
る
た
め
に
「
八
戸
産
学
官
連
携
推
進
会

議
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、近

年
全
国
的
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
地
方
の
私
立

大
学
の
定
員
割
れ
や
学
校
運
営
の
破
綻
等
を
踏

ま
え
、
当
地
域
の
高
等
教
育
機
関
の
今
後
の
あ

り
方
や
地
域
振
興
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

少
子
高
齢
化
や
地
域
外
へ
の
若
者
の
流
出
に
よ

る
人
口
減
少
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
て
産
学
官
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
令
和
２
年
３
月
に
は
長
期
的
な
目

標
と
し
て
、2045

年
に
15
歳
か
ら
29
歳
ま
で
の

若
者
人
口
の
増
減
数
を
均
衡
さ
せ
る
こ
と
を
掲

げ
た
「
産
学
官
連
携
に
よ
る
八
戸
未
来
創
造
中

長
期
計
画
」
を
策
定
し
、多
様
な
世
代
が
持
続
的

に
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

さ
ら
に
、同
会
議
の
新
た
な
取
組
と
し
て
、今
年

度
か
ら
４
校
共
通
の
講
義
で
あ
る
「
八
戸
地
域

学
」を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
の
歴
史
や

文
化
、産
業
等
を
学
び
、地
域
へ
の
理
解
や
愛
着

の
醸
成
を
図
る
こ
と
に
よ
り
若
者
の
地
元
定
着

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、10
月
に
開
講
し
た
第
１
回
講
義
で
は
、私
が

講
師
を
務
め
、「
八
戸
市
の
魅
力
・
活
力
・
市
民

力
」
と
題
し
て
当
市
が
持
つ
大
き
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
と
そ
れ
ら
を
高
め
る
た
め
の
取
組
に
つ

い
て
講
義
し
ま
し
た
。
市
内
高
等
教
育
機
関
の

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
動
画
で
受
講
し
て
い
た
だ

行政機関

×

高等教育機関

八戸市

市 長  熊谷 雄一

昭和37年生まれ（八戸市出身）
昭和60年 日本大学法学部政治経済学科卒業
平成13年 八戸市議会議員（１期）
平成15年 青森県議会議員（５期）
平成23年 東日本大震災対策特別委員会委員長
平成27年 議会運営委員会委員長
平成29年 青森県議会議長
令和 ３年 11月17日八戸市長に就任（現在１期目）

新美術館で開催された短大の佐貫准教授によるアートの学び
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